
 

なぜだか、「１００キロを夜通し歩く」という大会

にでることになってしまったみちる。「なんで出る

ことになっちゃったのかなあ…」 
 交通事故をきっかけに今まででは考えられない

くらい、うしろ向きになってしまったママ。私が

歩くことで何かが変われば…いろんな思いを抱え

ながらひとり歩くみちる。途中挫折しそうになり

ながらも、優しい人たちとの出会いで少しずつ… 

「フツウそうでしょう」アイツは言った。 
そのときから、アイツ＝清に対して、苦手意識をも

つことになったおれ＝ハル。通学路が同じアイツと

は、できるだけ距離をおきたい。 
 でも、勝手にはなしかけてくるアイツ。通学時、

アイツとおれの距離は四メートル。アイツが話し始

めると二メートルに縮まる。 
 毎日きかないふりをしながら、なぜかアイツのう

んちくに耳をかたむけているおれがいた。 
 

大人になっても、「フツウってなんだ？」とか「思い込みだったんだー」とか、人

との関わりの中で、今まで気づかなかったことに気づかされます。ハルも清と話

をしているうちに、少しずつ変化が…。いつも２メートルという微妙な距離感の

ふたり、はたして…。 
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著者は実際に大会に参加したそうです。１００キロメートルの途方もない距離

を歩くのは、自分との戦いになるそうです。苦しい中、いろんなことを考え、

周りの人たちを見て、みちるはどんなことを感じたのでしょうか。 
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